
は、森ノ宮に入学して初めて勉強することに目覚め、学
生生活は楽しかったです。当時は鍼灸学科のみで、１
学年昼間部・夜間部各々３０名、先生方や同級生・上

級生と親密な交流ができ、授業を離れても大学の教養講座を
受講しているような感じでした。
　上級生の渡辺真二さん（渡辺鍼灸院院長）、卒業生の中島 
茂先生（みどりの風鍼灸院院長）や西崎泰清先生（赤あんど鍼
灸科院長）…、素晴らしい方々とのたくさんの出会いがありま
したが、なかでも、僕の生涯を決定づけたのが鈴木 信さん（米
山鍼灸院院長）とクライスメイトだったことです。
　不思議な偶然ですが、２年生の夏に帰省した折に鈴鹿にあ
る国立診療所（現 国立病院機構鈴鹿病院）で看護師をしてい
た姉に「神経内科に鍼をしていた先生がおられたけれど、将
来、病院に勤めることもできるのじゃない？」と言われたことを
鈴木 信さんに話すと、その神経内科医がなんと彼の伯父さん
の米山 榮先生だったのです。さらに偶然が重なって、３年生の
夏休みに榮先生が神経内科部長を務められる四日市の病院
で研修することができ、その後卒業までの半年間は米山鍼灸
院の義・由子先生の下で押手や鍼の打ち方、患者さんの診方
を丹念に教えていただきました。そして、卒業後は１年間四日
市の榮先生の下でみっちり医学の指導を受けながら外来鍼灸
師として勤務しました。その後、恩師の薦めで附属診療所に３
年間勤めた後、米山鍼灸院に勤務の傍ら、再び榮先生のご指
導の下、神経内科・鍼灸外来で週１回、4 年間勤めさせてい
ただきました。内科や神経内科系の患者さんを始め、多くの患
者さんの治療に携わることができた貴重な時間でした。

者さんに鍼を打ったときに、「お、良い技を見つけた！」
と思わずバンザイしたくなるときがあります。しかし

その直後に、由子先生や義先生の手技がフィードバックされ
ます。前人未到の最高峰に登頂し、自分の旗を立てようとし
たら、既に旗は立っていた…そんな感じです。　
　お二人とも鍼の打ち方は違いますが、ポイントの捉え方や
診方は同じ、与えるものは何でも持っていったらいい、強要は
しないという考え方なので全く混乱することはありませんで
したが、同じように治療してどうして治らないのか…悩みまし
た。与えられたものを受けきれるだけの力が僕についていな
かったのだと思います。それは１０年ほど続きましたね。それ
が突然、壁を突き抜けて別のステージに上ったように、昨日ま
で治せなかったものが治せるようになっていきます。振り返る
と、成長ってそういうものなのかな、とつくづく思っています。
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業は、10年前に実家の1室に1台のベッドと机を置い
ただけでスタートしました。お金が無くても開業でき

るよという見本のような日本一狭い治療院で、卒業生にも紹
介したいですね（笑）。当時は米山鍼灸院勤務と森ノ宮医療大
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活躍する卒業生

大阪鍼灸専門学校（現森ノ宮医療学園専門学校） 鍼灸学科第21期夜間部卒業
森ノ宮医療学園専門学校柔道整復学科第6期夜間部卒業

〔さざなみ鍼灸院院長〕

湯谷 達さん
ゆ た に と お る

実

患

開
の知識や技術は先生方からの預かりものです。米山
榮・義・由子先生が開業鍼灸師を育てることに情熱を

注いでこられた姿を見てきて、それらを次に正しく伝えてい
きたいと思っています。
　弟子を育てるというのとは少し違って、鍼灸師として必要な
本物の医学的な知識や技術を教えていただいたことへの恩返
しをする思いで、昨年から校友会勉強会の講師も務めさせて
いただいています。僕は由子先生の毫鍼を極めたいと思って
いますが、栄先生から学んだ開業鍼灸師に必要な医学的な知
識や病態把握、診断学がベースにあればどういう手技や形態
でもいいと思っています。これから校友会を通じて、開業してい
る卒業生や学生さんとともに勉強して行きたいです。互いに交
流できる場として、校友会は最高だと思います。
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僕

［さざなみ鍼灸院］
入口に設置された表札。ホームペー
ジも設けていない。患者さんは口コ
ミや紹介で来院される方のみ。

ドアを開けた途端に爽やかな木の香りに包まれる。ブラインドも木製。
患者さんは治療ベッドに横になると、月夜見宮の緑が目に入りリラックスした
気持で治療が受けられる。

『学園の達人』DVD Vol.2 坂本豊次先生～検査編～完成！

森ノ宮医療学園校友会平成29年度
決算報告書

　「“臨床の森ノ宮”を体現する優れた臨床家たちの技術を後世へ伝える」をコンセプト
に 2016年にスタートした、校友会と出版部のコラボレーションプロジェクト『学園の達
人』DVD Vol.2 （収録時間：約 27分）は坂本豊次先生による検査編「鍼灸師・柔道整
復師に必要な検査と重要ポイント」です。鍼灸治療・柔道整復治療で必要な神経学的検
査から反射および感覚検査、上肢・下肢での運動機能検査を実演していただきました。
　希望者に1,000円で頒布しています。ご希望の方は、タイトル「坂本豊次先生のDVD」・氏名・住所・連絡先（電話）・ご希望
のディスクタイプ（DVDかブルーレイか）を明記の上、koudoku@morinomiya.ac.jpへお申し込みください。

※Vol.1 お灸編「下條 喜信先生～治療者として大切にしていること～」も頒布しています。Vol.2同様にお申し込みください。

http://www.morinomiya-a.jpまず校友会ホームページでショートバージョンを！

（自：平成29年4月1日　至：平成30年3月31日）

（単位：円）

収入の部

森ノ宮医療学園 校友会
平成30年度予算 （2018/05/09現在）

収入の部

支出の部

（単位：円）支出の部

平成 29年度決算書に相違ないことを認めます。

2018年 4月11日　監査役　藤川直孝 　　　佐藤正人　　　

（単位：円） （単位：円）

学の非常勤講師等多足のワラジで、休日のみの治療でした。
実家の治療院を閉め、このさざなみ鍼灸院を開院したのは
4年前です。地元をベースに臨床現場に腰を据えていこうと
思っています。
　森ノ宮医療大学では約10年間基礎研究を臨床にどう活
かすかというテーマで研究してきましたが、実際に鍼灸治療
をしている臨床家こそ研究者にならないといけないと思っ
ています。基礎研究は本来、鍼灸師が実際に臨床においてど
ういう研究が必要かを基に行う必要があります。つまり臨
床研究と基礎研究は表裏一体です。そのためにも開業鍼灸
師仲間とグループを作って、大学と連携して研究ができるよ
うになるといいと思っています。
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うになるといいと思っています。

ただし よしこ

項　目 予算額 決算額 予算比差額
(A) 前期繰越金 64,499,902 64,499,902 0
　   普通預金 34,494,001 34,494,001 0
　  預け金(学校) 15,000,000 15,000,000 0
　　施設備品準備金 15,005,901 15,005,901 0
(B)年度収入の部 23,900,100 26,150,807 2,250,707
 　 (B1)会費　　  23,500,000 25,211,360 1,711,360
 　 (B2)その他 400,100 939,447 539,347
　  交流会収入 150,000 228,000 78,000
　  その他収入 250,000 710,530 460,530
　  預金利息 100 496 396
　  前年度未収入金 0 421 421
　  寄付金 0 0 0

合計  (A)+(B) 88,400,002 90,650,709 2,250,707

項　目 予算額 決算額 予算比差額
会報発刊費 2,800,000 2,402,684 -397,316
名簿発刊費 1,000,000 1,000,000 0
学園施設補助費 2,300,000 2,300,000 0
通信費 2,100,000 1,790,869 -309,131
会議費 500,000 259,125 -240,875
慶弔費 150,000 64,463 -85,537
クラス会助成金 200,000 80,000 -120,000
卒業表彰会長賞 300,000 196,988 -103,012
学生福利費 2,300,000 350,260 -1,949,740
卒後研究費 1,000,000 144,852 -855,148
学術講習会費 2,100,000 1,068,147 -1,031,853
交流会費 1,200,000 801,050 -398,950
地域交流会費 1,000,000 747,696 -252,304
卒業生支援費 2,600,000 2,276,446 -323,554
校友会員表彰費 100,000 9,900 -90,100
役員活動費 650,000 112,240 -537,760
雑費 500,000 149,200 -350,800
未払金 389,926 389,926 0
卒業生祝賀会 450,000 504,000 54,000
校友会文庫 2,000,000 2,000,000 0
学校寄付 0 0 0
雑損 0 636,795 636,795
大学学術及び交流会費 1,700,000 915,295 -784,705
予備費 560,174 0 -560,174
(施設備品準備金繰入) (5,000,000) (5,000,000)
小計 25,900,100 18,199,936 -7,700,164

次年度繰越 62,499,902 72,450,773 9,950,871
次年度運営資金 27,491,902 37,444,715 9,952,813
奨学費対策資金 15,000,000 15,000,000 0
施設備品準備金

合　計

20,008,000 20,006,058 -1,942

88,400,002 90,650,709 2,250,707

項　目 28年度予算 29年度予算 30年度予算 前年度対比
前期繰越資金 A 74,570,605 64,499,902 72,450,352 7,950,450

普通預金(年度運営資金) A1 24,564,352 34,494,001 37,444,294 2,950,293
預け金(奨学費対策資金) A2 15,000,000 15,000,000 15,000,000 0
施設備品準備金 A3 35,006,253 15,005,901 20,006,058 5,000,157

年度収入 B 25,360,000 23,900,100 28,030,821 4,130,721
会費 B1 24,950,000 23,500,000 27,400,000 3,900,000
入会金(専門学校) B1a 4,950,000 3,000,000 4,800,000 1,800,000
入会金(専門学校/継続) B1b 3,500,000 3,000,000 2,600,000 -400,000
入会金(大学） B1c 16,500,000 17,500,000 20,000,000 2,500,000

その他 B2 410,000 400,100 630,821 230,721
交流会収入 B2a 150,000 150,000 150,000 0
その他収入 B2b 250,000 250,000 480,000 230,000
預金利息 B2c 10,000 100 400 300
前年度未収入金 B2d 0 0 421 421
寄付金 B2e 0 0 0 0

（収入の部）合計 A+B 99,930,605 88,400,002 100,481,173 12,081,171

項　目 28年度予算 29年度予算 30年度予算 前年度対比
年度支出 C 47,360,000 25,900,100 28,030,821 2,130,721

会報発刊費 C1 2,200,000 2,800,000 3,000,000 200,000
名簿発刊費 C2 1,000,000 1,000,000 2,000,000 1,000,000
学園施設補助 C3 1,700,000 2,300,000 2,500,000 200,000
通信費 C4 2,000,000 2,100,000 2,300,000 200,000
会議費 C5 500,000 500,000 700,000 200,000
慶弔費 C6 150,000 150,000 150,000 0
クラス会助成金 C7 200,000 200,000 400,000 200,000
卒業表彰会長費 C8 300,000 300,000 300,000 0
学生福利費 C9 3,000,000 2,300,000 1,500,000 -800,000
卒後研究費 C10 1,000,000 1,000,000 1,000,000 0
学術講習会費 C11 2,000,000 2,100,000 2,500,000 400,000
交流会費 C12 1,300,000 1,200,000 1,200,000 0
地域交流会費 C13 1,000,000 1,000,000 0 -1,000,000
卒業生支援費 C14 2,600,000 2,600,000 3,000,000 400,000
校友会員表彰費 C15 100,000 100,000 100,000 0
役員活動費 C16 1,000,000 650,000 650,000 0
雑費 C17 700,000 500,000 500,000 0
未払金 C18 2,958 389,926 718,159 328,233
卒業生祝賀会費 C19 510,000 450,000 500,000 50,000
校友会文庫費 C20 2,000,000 2,000,000 1,000,000 -1,000,000
寄付金 C21 20,000,000 0 0 0
雑損 C22 0 0 0 0
大学学術及び
交流会費 C23 1,700,000 1,700,000 2,500,000 800,000

予備費 C24 2,397,042 560,174 1,512,662 952,488
次期繰越資金 D 52,570,605 62,499,902 72,450,352 9,950,450

普通預金 D1a 22,564,352 27,491,902 32,442,352 4,950,450
預け金（学校） D2 15,000,000 15,000,000 15,000,000 0
施設備品準備金 D3 15,006,253 20,008,000 25,008,000 5,000,000

（支出の部）合計 C+D 99,930,605 88,400,002 100,481,173 12,081,171
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